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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
二
十
一
回 

明
治
初
期
の
願
書
を
読
む 

出
典
：『
大
夫
士
伺
願
留
・
５
』（
明
治
二
年
） 

（
請
求
番
号
：
６
０
５
．
Ａ
７
．
１
４
）  

平
成
三
十
年
六
月 

東
京
都
公
文
書
館   

 

 
 

     

      

            

 

  

   

一
、 

史
料
『
大
夫
士
伺
願
留
・
５
』
（
明
治
二
年
） 

（
請
求
番
号
：
６
０
５
．
Ａ
７
．
１
４
） 

  

 

 

今
回
は
、
東
京
府
文
書
「
大
夫
士
伺
願
留
５
」
に
綴
ら
れ

た
文
書
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

だ
れ
が
、
ど
ん
な
「
願
書
」
を
提
出
し
た
の
で
し
ょ
う
。

さ
っ
そ
く
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 
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二
、 

史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 
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【
解
読
文
】 

 

賤
臣
当
家
相
続
被 

仰
付
候
已
来
清
水
家
臣
共 

依
頼
仕
候
方
無
之
艱
苦
悲
歎
罷
在
候
処
不
料
も 

先
般
莫
太
之
御
扶
助
被
下
置
天
地
覆
載
之 

御
至
仁
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
然
る
処
家
名
相
続
之
儀
ハ 

未
タ
何
等
被 

仰
出
候
儀
も
無
御
坐
候
ニ
付
御
維
新 

多
事
之
御
砌
柄
何
共
奉
恐
入
候
得
共
右
遺
臣
共 

悲
歎
之
体
傍
観
難
仕
去
ル
六
月
中
家
名
相
続
之
儀 

奉
願
候
所
追
而
何
分
之 

御
沙
汰
可
有
之
旨
蒙 

御
沙
汰
難
有
仕
合
奉
存
候 

爾
後
遺
臣
共
へ
も
厚
キ 

御
仁
恵
之
趣
説
諭
相
加
置
候
ニ
付
翹
首
渇
望
之
体 

一
日
如
千
秋
罷
在
候
得
共
日
を
逐
月
を
累
る
に
随
ひ 

弥
増
切
迫
之
情
実
に
而
遺
臣
共
日
々
弊
邸
へ
罷
越 

歎
訴
申
立
何
分
説
諭
方
に
も
当
惑
仕
候
場
合
ニ
御
坐
候 

畢
竟
右
家
之
儀
ハ
賤
臣
一
旦
相
続
仕
候
末
ニ
有
之 

別
而
憫
然
之
至
深
察
罷
在
候
段
全
ク
私
情
に
相
渉
奉 

恐
縮
候
得
共
何
卒
右
之
鄙
衷
御
憐
察
被
成
下
出
格
之 

御
仁
恵
を
以
名
跡
御
立
被
下
置
候
ハ
ヽ
遺
臣
共
一
同
之
志 

願
も
相
貫
き
猶
更
深
ク 

皇
恩
之
渥
を
奉
感
戴 

王
事
ニ
勉
励
致
候
儀
も
相
届
安
堵
仕
候
様
非
常
之 

御
恩
裁
奉
仰
度
此
段
再
奉
懇
願
候
已
上 

八
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

徳
川
従
四
位 

弁
官 御

中 
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【
読
み
下
し
例
】 

 
賤
臣
当
家
相
続
仰
せ
付
け
ら
れ
候
已
来
、
清
水
家
臣
共 

依
頼
仕
り
候
方
こ
れ
無
く
、
艱
苦
悲
歎
罷
り
在
り
候
処
、
料
ず
も 

先
般
莫
太
の
御
扶
助
下
さ
れ
置
き
天
地
覆
載
の 

御
至
仁
有
り
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候
。
然
る
処
家
名
相
続
の
儀
は 

未
た
何
等
仰
せ
出
で
ら
れ
候
儀
も
御
坐
無
く
候
に
付
き
、
御
維
新 

多
事
の
御
砌
柄
何
共
恐
れ
入
り
奉
り
候
え
共
、
右
遺
臣
共 

悲
歎
の
体
傍
観
仕
り
難
く
、
去
る
六
月
中
家
名
相
続
の
儀 

願
い
奉
り
候
所
、
追
而
何
分
の 

御
沙
汰
こ
れ
有
る
可
し
之
旨
御
沙
汰
蒙
り
有
り
難
き
仕
合
せ
存
じ
奉
り
候
。 

爾
後
遺
臣
共
へ
も
厚
き 

御
仁
恵
の
趣
き
説
諭
相
加
え
置
き
候
に
付
き
翹
首
渇
望
の
体 

一
日
千
秋
如
く
罷
り
在
り
候
え
共
、
日
を
逐
い
月
を
累
る
に
随
い 

弥
増
す
切
迫
の
情
実
に
て
遺
臣
共
日
々
弊
邸
へ
罷
り
越
し 

歎
訴
申
し
立
て
何
分
説
諭
方
に
も
当
惑
仕
り
候
場
合
に
御
坐
候
。 

畢
竟
右
家
の
儀
は
賤
臣
一
旦
相
続
仕
り
候
末
に
こ
れ
有
り 

別
し
て
憫
然
の
至
り
深
察
罷
り
在
り
候
段
、
全
く
私
情
に
相
渉
り 

恐
縮
奉
り
候
え
共
、
何
卒
右
の
鄙
衷
御
憐
察
成
し
下
さ
れ
出
格
の 

御
仁
恵
を
以
て
名
跡
御
立
て
下
さ
れ
置
き
候
は
ゝ
遺
臣
共
一
同
の
志 

願
も
相
貫
き
猶
更
深
く 

皇
恩
の
渥
を
感
戴
奉
り 

王
事
に
勉
励
致
し
候
儀
も
相
届
き
安
堵
仕
り
候
様
、
非
常
の 

御
恩
裁
仰
ぎ
奉
り
度
、
此
段
再
び
懇
願
奉
り
候
已
上 

八
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

徳
川
従
四
位 

弁
官 御

中 

   

【
語
句
説
明
】 

 覆
載
（
ふ
う
さ
い
）
…
天
が
万
物
を
覆
い
、
地
が
万
物
を
載
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
天
地
や

君
主
の
恩
恵
。 

翹
首
（
ぎ
ょ
う
し
ゅ
）
…
首
を
あ
げ
て
待
ち
遠
し
く
思
う
こ
と
。 

    

三
、
史
料
解
説 

 

当
館
所
蔵
の
東
京
府
文
書
中
に
は
、「
大
夫
士
伺
願
１
上
・
下
・
２
～
４
」（
五
冊
）「
大

夫
士
伺
願
留
５
」
と
題
し
た
簿
冊
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
提
出

さ
れ
た
願
書
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
弁
事
や
弁
官
＊
１ 

宛
て
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
政

府
に
提
出
さ
れ
た
も
の
を
東
京
府
職
員
が
筆
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 ■
差
出
人
は
誰
？ 

署
名
に
は
、徳
川
従
四
位
と
あ
り
ま
す
が
、従
四
位
と
は
差
出
人
の
当
時
の
位
階
で
す
。

本
願
書
は
、
当
時
水
戸
藩
主
で
あ
っ
た
徳
川
昭
武
が
、
清
水
徳
川
家
の
家
名
相
続
を
願
い

出
た
も
の
で
す
。 

 ■
清
水
徳
川
家 

 

清
水
家
は
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
九
代
将
軍
家
重
の
次
男
重
好
を
当
主
と
し
て
創

設
さ
れ
、
田
安
家
・
一
橋
家
と
共
に
「
御
三
卿
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
御
三
家
（
紀
伊
・

尾
張
・
水
戸
）
の
次
席
で
、
御
三
家
同
様
に
宗
家
に
嗣
子
が
な
い
時
は
宗
家
を
継
承
す
る

資
格
を
有
し
て
い
ま
し
た
。 

御
三
卿
は
大
名
の
よ
う
に
独
立
し
た
領
地
を
持
つ
こ
と
は
な
く
、
江
戸
城
内
に
屋
敷
を
与

え
ら
れ
＊
２ 
、
家
臣
も
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
将
軍
家
と
は
家
族
の
よ
う
な
関
係

で
し
た
。 

 

清
水
家
の
、
江
戸
時
代
最
後
の
当
主
と
な
っ
た
の
が
、
徳
川
昭
武
で
す
。 
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■
徳
川
昭
武 

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
二
十
四
日
、
第
九
代
水
戸
藩
主
・
徳
川
斉
昭
の
十
八
男

と
し
て
誕
生
し
た
昭
武
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
一
月
に
清
水
家
を
相
続
し
ま
す
。

同
時
に
、
兄
で
あ
る
第
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
名
代
と
し
て
、
パ
リ
で
行
わ
れ
る
万
国

博
覧
会
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
翌
三
年
一
月
、
使
節
団
を
率
い
て
横
浜
を
出
港
し

ま
し
た
。
三
月
に
は
パ
リ
に
到
着
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
謁
見
。
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
を
親
善
訪
問
し
た
後
、
パ
リ
に
戻
り
留
学
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
年
十
月
に
慶
喜
は
大
政
を
奉
還
、
十
二
月
に
は
王
政
復

古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
、
状
況
が
一
変
。
新
政
府
か
ら
帰
国
命
令
を
受
け
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
十
一
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。
昭
武
は
同
年
四
月
に
死
去
し
た
兄
・
第
十
代

水
戸
藩
主
徳
川
慶
篤
（
徳
川
斉
昭
の
長
子
）
の
あ
と
を
受
け
て
、
第
十
一
代
水
戸
藩
主
と

な
り
ま
し
た
。 

 

■
そ
の
後
の
清
水
徳
川
家 

昭
武
が
水
戸
藩
主
と
な
っ
た
こ
と
で
、清
水
家
は
当
主
不
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
願
書
に
よ
れ
ば
、清
水
家
に
仕
え
て
い
た
家
臣
達
は
、日
々
昭
武
の
も
と
を
訪
れ
て
は
、

清
水
家
の
家
名
相
続
を
訴
え
ま
し
た
。
昭
武
は
、
旧
家
臣
ら
の
思
い
を
汲
み
、
本
願
書
を

提
出
し
ま
す
。
そ
の
か
い
も
あ
っ
て
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
二
月
、
昭
武
の
甥
（
慶

篤
の
次
男
）
常
三
郎
（
の
ち
篤
守
）
が
、
清
水
家
を
相
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

  注 

 

＊
１ 

弁
事
は
、
明
治
初
年
の
政
府
で
庶
務
を
担
当
し
た
官
職
。
明
治
二
年
七
月
八
日

官
制
改
革
で
、
弁
事
は
太
政
官
中
の
弁
官
と
な
っ
た
。 

＊
２ 

江
戸
城
の
田
安
・
一
橋
・
清
水
門
内
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら
、
地
名
を
と
っ
て

俗
称
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 


